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2014自治労県職労春闘の５つの柱

人員確保、労働安全の確立、公正労働の推進、緊急財政対策問題！

欠員補充＆人員確保、メンタルヘルス対策、臨任・非常勤の処遇改善、組織拡大への取組み

人員確保の取組み
（１）考え方

○知事部局の職員数は年々削減され、近年は、事業削減等の積み上げの結果ではなく、「人員削減ありき」で削減が行われてきました。特に2010年度から、2013年度の4年間で700名を超える大量削減が行われています。

○このことが、過重労働の原因となり、多くの職場においてメンタルヘルス不全等の健康破壊を引き起こしているといわざるを得ません。

○春闘期は、2015年度採用人員確保を重点課題とし支部・協議会組織を有する、職業訓練指導員、児童相談所福祉職等を中心に要求前進をめざします。

（２）闘争スケジュール

○第1段：配置・欠員把握（4月当初）⇒春闘交渉での採用要求（4月）⇒採用試験状況の確認

○第2段：組合アンケートで要求把握（6月上旬）⇒来年度要求職場討議（8月）⇒支部・協議会交渉（9月）⇒来年度要求確定（10月）⇒基本要求

公正労働の推進

　県に関わる仕事が、低賃金、不安定雇用、劣悪な労働条件の温床になることは許されません。公正労働を確立することは、県内の雇用を拡大し、労働者の消費を増やし、結果、税収拡大にもつながります。

（１）臨任・非常勤職員の雇用、賃金・労働条件の改善

　　意欲も能力もある臨任・非常勤職員が雇止めされる事態は、本人にとって不幸なだけでなく、県にとっても大きな損失です。50年も前の公務員制度ではなく、実態に即した制度に改善するよう取り組みます。

（２）公契約条例制定の推進

　○委託事業や入札契約を通し、従業員の適正な賃金・労働条件の確保や県としての政策（環境・人権等）実現にも寄与します。

　○県内では、川崎市、相模原市、厚木市で制定されています。

緊急財政対策に対する取組み
　「財政状況が厳しいから何をしてもいい！」と言わんばかりの、県民サービスを無視した一方的な廃止・削減・見直し。

自治労県職労は、必要なサービス水準の確保をめざして、関係団体や議会とも連携して取組みを進めます。

過重労働の撲滅・労働安全衛生の確立
　これまでの大量の人員削減を原因とした過重労働により、メンタルヘルス不全が蔓延しています。

人員確保闘争とともに、精神科医である産業医を中心とした対応チームづくりを求め、メンタルヘルス総合対策の実現をめざします。

また、年間1,000時間を超える過労死レベルの残業規制、時間外も含めた冷暖房の稼働、安全な執務スペースの確保など、職場の労働安全衛生の確立に向けて、点検・摘発運動に取り組みます。

新たな仲間づくりの取組み
　労使の約束事も県庁改革も人事制度も、労働組合の存在がなければ、おかしな方向に進んでしまうことが、この間の取組みでも明らかです。

賃金・労働条件はもとより、「健康で働きがいのある職場づくり」を実現するために労働組合は不可欠です。

○新採用職員や組合未加入者の加入促進に取り組みます。

○臨任・非常勤職員の皆さんも、是非仲間に加わって下さい！

2014自治労県職労春季要求職場討議案①

※　討議案は、今号から連載します。

Ⅰ　生活条件の改善について

１　基本賃金について
（１）国の要請による給与の特例減額については、約束どおり2014年3月で終了すること。
（２）公民較差を解消すること。

（３）すべての年代において、賃金の引上げを行うこと。

（４）一時金の引上げを行うこと。

（５）50歳台後半層の昇給・昇格の抑制を行わないこと。

（６）初任給改善を行うこと。

（７）現給保障制度廃止までの1年間で受給状況を検証し、組合と協議を行い、対象が解消されるまでの間、代替措置を講じること。

（８）号給追加を行うこと。

（９）神奈川県関係職場で雇用されているすべての労働者の最低賃金について、実額で月額161,600円、日額は8,080円、時間額は1,040円とすること。
２　諸手当について
（１）地域手当は、全県一律支給率を堅持し、条例規定の12％に向けて引き上げること。

（２）災害時等の迂回通勤に係る実費を弁償できるよう、早期に制度を確立すること。

（３）すべての児童相談所の福祉職に調整額を付与すること。

（４）交通用具使用に係る通勤手当を改善すること。
（５）警報発令時等の緊急呼出しについては、自宅出発時から勤務時間とすること。
３　休暇制度の充実について
（１）子の看護休暇の看護対象を拡大し「家族看護休暇」とすること。
（２）臨時的任用職員、非常勤職員の療養休暇を有給化すること。

（３）退勤時の特別休暇制度を全職員に適用すること。

Ⅱ　健康で働き続けられる労働条件の確立について

１　過重労働の撲滅について
（１）時間外勤務について、労働基準法の上限である年間360時間、1か月45時間を厳守することを明言し、管理監督者に徹底すること。
（２）臨時的に上限を超えて時間外勤務を命じなければならない特別な事情が予想される場合は、事前に組合と協議し、同意を得ること。
（３）過去3年度に、月100時間超または、2～6か月平均80時間超の時間外勤務を命じた所属について、その原因と改善策を明らかにすること。

（４）時間外勤務月100時間超または、2～6か月平均80時間超の過重労働の撲滅に向けて、県全体の具体的な対応策を明らかにすること。

（５）時間外勤務予算の削減や配当の抑制を行わないこと。また、必要な時間外労働手当・休日労働手当財源を確保し、時間外労働・休日労働への不払いを撲滅すること。
２　内部管理業務の抜本的改革について
（１）直接県民サービスとかかわりのない内部管理業務により、多くの時間を取られ、過重労働の原因となり、職員は疲弊している。全庁的に内部管理業務の抜本的な見直しを行い、管理監督者に徹底すること。

（２）予算編成業務について、財政課と原局との調整が時間外に亘ることのないよう徹底すること。

（３）財政課が原局に要求する予算資料について、必要最低限にするよう徹底すること。

（４）議会対応はグループリーダー以上とした、以前の管理調整会議の申し合わせ事項を改めて徹底すること。

（５）議会資料は、管理監督者が徹底して吟味し、必要以上の資料作成を職員に強いないこと。

（６）いわゆる「調査もの」について、安易に類似の調査を行わないよう時期や内容の重複を避けるよう関係部署に徹底するとともに、既存の調査結果を共有するなど、効率化を図ること。

（７）各省庁等に対して、安易な類似の調査や回答期限の短い調査手法を是正するよう申し入れること。

（８）経理事務について、職員に過重な負担を強い、効率的な事務執行の妨げとなっている「厳格な執行」を「適正かつ合理的な執行」に是正すること。必要な制度改正を国に働きかけること。
３　人員について
（１）2014年度の人員配置について、削減の具体的根拠を明確に示すこと。業務量の削減を上回る人員削減が行われた所属について早急に人員配置を行うこと。

（２）欠員は正規職員をもって早急に解消すること。

（３）東日本大震災被災地への人的支援は、長期にわたる継続的・安定的な支援が必要であり、送り出す職場に負担が生じないよう正規職員を配置すること。

（４）短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている所属においては必要な人員配置を行うこと。

（５）メンタルヘルス不全による療養休暇、休職については、当事者の着実な復職支援、周囲の職員の負担軽減の観点から、常勤職員を充てること。当面、休職明けの一定期間については臨任職員を継続配置すること。

（６）職業訓練指導員について、最低限現在の欠員分を正規職員で配置するために、2014年度はさらに採用を拡大すること。

（７）児童相談所の福祉職、生活保護担当の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を行うこと。また、生活保護受給世帯数の増加に伴う体制強化として、生活保護の経理担当職員の増員を行うこと。

（８）県税事務所や保健福祉事務所については、再編統合に伴い管轄が広域になること等を踏まえ、業務に支障が生じないよう必要な人員配置を行うこと。
＜次号につづく＞


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































